
 

 

 

 使用する題材の指導計画例、❶題材の導入、❷購入する物を選ぶ活動、❸題材のゴールの活動を児
童の実態や地域に合わせて選択できるようにすることで、児童が家庭科の学習と自分の生活を結び付
けて考えることができるようにしました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校教員の授業づくりを支援し、家庭科の学習の充実と消費者教育の推  

進（自立した消費者の育成）を図ることができる指導計画例と活用の手引を 

作成することができました。また、児童の実態や地域に応じた題材を構成す 

ることで、児童の学習と生活が結び付き、身近な生活をよりよくしようと工 

夫する実践的な態度の育成につながること等が明らかになりました。 

今後は、今回作成した指導計画例と活用の手引を小学校教員に広め、活用 

を促していくとともに、本研究で作成した指導計画例と活用の手引がどの学 

校においても活用可能であるか、実践的に明らかにし、必要に応じて修正を 

図っていきたいと思います。 

〇本研究の報告書（補助資料、研究成果物）は、当センターの Web ページに掲載して 

おります。 

https://www1.iwate-ed.jp/04kenkyu/110gika.html 

Ⅳ 授業の様子 

Ⅴ おわりに 

 

・指導計画例 

・活用の手引 

・学習前アンケート 

・題材を構成するための

チェックリスト 

・題材全体を通した学習 

の流れ 

・各時間の指導略案 

 （参考用） 

・ワークシート（参考用） 

【研究成果物】 

実態把握を基に、学習と生活を結び付けて考えることができる学習の流れにする 

購入する物を選ぶ活動を設定する 

 

 地域のお店や自分の買物の経験を想起すること、
実際に買物体験活動をすることを通して、自分の生
活を見つめ、現状を捉えて、それぞれが自分の課題
を設定することができました。 

 第１時の「自分の課題」と第６時の「よりよい消費者
宣言」を比べると、多くの児童の買物についての観点が
広がり（生活の中で実践したいことが増え）、「身近な生
活をよりよくしようと工夫する実践的な態度」の育成に
つなげることができました。 

 
 

 

 五つのノートについて、情報を収集したり、その情報
を観点ごとに整理したりしました。また、設定された状
況に合わせて購入するノートを選び、それぞれの理由を
交流しました。学習後の確認問題では、複数の観点で情
報を集めて整理し、理由をもって決めることができた児
童が 95.6%で、身近な物を選んだり買ったりするための
実践的な能力の育成につなげることができました。 

 

※児童のワークシートの記述は、青字で示しています。 
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 消費者を取り巻く現状と課題から、自立した消費者を

育成する実践的な消費者教育は、喫緊の課題となってい

ます。しかし、学校現場において、消費者教育の重要性

や必要性についての理解と取組が十分ではない状況があ

ります。また、各教員がどの教科も指導することの多い

小学校において、家庭科の指導計画を作成する際、児童

が生活する地域に合わせたり、児童の実態を捉えたりし

ながら、教科の特性に合わせて題材を構成することには

困難さを伴います。 

 そこで本研究では、家庭科を担当する教員が児童の実

態や地域に応じて題材を構成し、指導計画を作成するた

めの「指導計画例」と、指導計画の作成から授業までを

支援する「活用の手引」を作成することで、小学校にお

ける家庭科の学習が充実し、自立した消費者の育成にも

つながることを目指しました。 

 

【研究構想図】 

 

 

 

 指導計画例の項目は、「学習指導要領（平成 29年告示）解説 家庭編」の「第３章 １ 指導計画

作成上の配慮事項（５）題材の構成」で示す内容を中心として、題材の位置付けから題材の具体的な

指導、評価まで、題材全体の指導を見通すことができるように設定しました。また、その項目の内容

について、一覧できるように配置したものが指導計画例となります。 

指導計画例は、題材全体の学習の流れが違う三つの指導計画例から一つを選び、さらに学習活動等

を選択したり、必要な内容を重点化したりすることで、使用する先生方が、簡単に、短時間で、児童

の実態や地域に応じた題材を構成できるように作成しました。また、学習と生活を結び付けて考える

ことで実践的な力を育むことができるよう、次の三つの考え方の基で作成するとともに、家庭科の学

習の充実に向けたポイントに沿った指導にもなるように作成しました。 

考え方① 「Ｃ消費生活・環境（１）」の指導事項を網羅する 

考え方② 実態把握を基に、学習と生活を結び付けて考えることができる題材の学習の流れにする 

考え方③ 購入する物を選ぶ活動を設定する 

Ⅰ はじめに 

Ⅱ 「指導計画例」の作成 



Ⅲ 「指導計画例」と「活用の手引」を活用した指導計画の作成

指導計画の作成

【活用の手引（裏面）】
〇指導計画の使い方を説明しています。指導計画作成時には、選択する部分や重点化できる部分を確認
し、授業をする際には、学習活動や学習内容、学習のポイント、評価等を確認することができます。

〇「家庭科の学習の充実に向けたポイント」に沿った指導ができるようになっています。

手順２ 「題材を構成するためのチェックリスト」

（担当教員）の実施

手順４ 指導計画例を活用し、選択、重点化

児童の実態や地域の様子等を把握する

手順５ 題材構成のポイントを記入

児童の実態や地域に応じた題材を構成する

❶題材の導入

❷実践活動（購入する物を選ぶ活動）

❸題材のゴールの活動

選択（手順３）

【題材全体を通した学習の流れ】

手順１ 「学習前アンケート」（児童）の実施

手順３ 活用する指導計画例の選択

選択（手順４）指導計画例１～３

花巻市立宮野目小学校版指導計画（研究協力校）

指導計画例１
生活経験や地域性に合わせて買物との関わり

を想起して課題を設定し、よりよい消費生活の
ために自分にできることを考える

❶題材の導入 買物経験の想起
買物体験活動：米

❷実践活動 購入するノートを選ぶ活動
❸題材の 「よりよい消費者宣言」
ゴールの活動 （自分にできること）

重点化

ゲームでの課金等を含む現金以外のお金の使
い方における特徴と注意点に触れる学習場面を
設定する（第３時：いろいろな支払い方法）

【研究協力校における指導計画作成の考え方】

・買物経験が多い児童集団であること、お店の種
類の多い地域であることから、指導計画例１を
選択。ただし、自分で買う物を選んだ経験のな
い児童も少数ではあるがいることから、題材の
導入では、買物体験活動を行う。

・購入する物を選ぶ活動として、第１時に米を選
ぶ活動、第４時にノートを選ぶ活動を選択。米
は他教科との関連を図り（総合的な学習の時間
に栽培）、ノートは児童が身近に使用したり、
購入したりするものであることが選択の理由。

・現金以外のお金の使い方における特徴と注意点
は、プリペイドカードを使った経験のある児童
やゲームでの課金をしている児童が多いことか
ら重点化。

選択（手順３）

選択（手順４）

❶ ❷ ❸指導計画例 重点化

【学習前アンケート】

【題材を構成するためのチェックリスト】

※【活用の手引（おもて面）】
より抜粋（赤枠内）


